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研究成果の概要： 
高感度心筋トロポニン T(hs-cTnT)測定は、急性心筋梗塞の診断補助として有用であるが、明ら
かな心疾患のない慢性腎臓病患者で高値となる例を多数認め診断に影響する。本年度は、
eGFRcys（腎機能を意味する）が低下することで hs-cTnTの増加傾向を認めることを確認した。
また、腎臓の尿細管と呼ばれる組織の障害マーカーと尿を遠心して得られる尿沈渣成分、他の
検査データおよび疾患との関連性を精査したデータから、腎機能を調べる際の一般的指標であ
る血清クレアチニンの経年変化率よりも血清シスタチン Cの経年変化率の方が急性冠症候群発
症とより強い関連を認めた。本研究成果を日本臨床化学会学術集会にて報告した。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
申請者は腎機能悪化により hs-cTnT が偽高値となりえることを確認した。従って、hs-cTnT 値
の腎機能補正式を考案することは、胸痛を訴えて救急外来を受診する急性心筋梗塞患者の診断
特異性を高めることに大きく貢献する。また、本研究で得られた成果より、腎機能を経過観察
する際は、一般的な腎機能指標である血清クレアチニンよりも血清シスタチン Cを観察する方
が将来の急性心筋梗塞のイベント発生を予測する観点からは、より有用性が高いことが示唆さ
れた。 
 
研究分野：臨床検査医学（心腎連関） 
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１．研究の目的 
高感度心筋トロポニン I および T (hs-cTnI, hs-cTnT) 測定は、胸痛を主訴とする救急外来受
診患者の急性心筋梗塞（AMI）の超急性期における診断補助として有用である。特に心電図では
検出しがたい非 ST 上昇型 AMI では臨床的意義は高い。申請者は AMI以外の病態に起因する変化
に着目し、これまでに hs-cTn、特に hs-cTnTは症候性心疾患のない慢性腎臓病 (chronic kidney 
disease, CKD) 患者においてカットオフ値を超える患者を多数認め診断特異性に影響しうるこ
とを明らかにした。従って、hs-cTnT 値の腎機能補正式を考案することは CKD患者において AMI
の診断特異性を高めることに大きく寄与すると考えられる。 
 
２．研究成果 
本年度は、過去の研究結果から得られた 200例以上の hs-cTnTのデータについて CKD分類に基
づき、6 段階の GFR ステージにデータを振り分け、傾向を観察した。これまで得られた結果で
は血清クレアチニンに基づき算出された eGFRcreat の低下に伴い、hs-cTnT 値の増加が認めら
れたが、血清シスタチン Cに基づき算出された eGFRcys が低下することでも同様に hs-cTnTの
増加傾向が認められることを確認した。ただし、これらはいずれも AMIの診断を受けていない
患者のため、AMIの診断が得られている患者検体をさらに収集して検討する必要がある。また、
本年度は同時に、尿細管障害マーカーである L-FABPと尿沈渣中の円柱成分や当該患者データや
疾患との関連性について研究を進めた。その過程で得られたデータから、急性冠症候群のイベ
ント発生と血清シスタチン C との関連性を見出し、研究成果を日本臨床化学会学術集会にて報
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告した。本報告において、血清クレアチニンの経年変化率よりも血清シスタチン C の経年変化
率の方がより ACS発症と関連が強いことが示唆された。また、筋肉量に依存しない eGFRcysの
方が eGFRcreat よりも真の GFRを反映しやすい傾向にあることを考慮すると、血清クレアチニ
ンまたは eGFRcreat よりも血清シスタチン Cまたは eGFRcys の方が補正式への利用に適当であ
ると考えられる。 
今後の課題として、研究計画書の新規作成および旭川医科大学倫理委員会の申請・承認後、様々
な腎機能の患者検体を収集しつつ、 AMIイベントのあった患者検体も収集し、全体の例数を増
やして本格的な補正式の開発を目指す。 
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